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長
年
、
感
染

症
の
専
門
家
と

し
て
厚
労
省
の

疫
学
部
門
な
ど

で
活
躍
し
て
い
た
後
輩
が
、

70
歳
間
際
で
内
科
医
と
し
て

あ
る
病
院
長
に
赴
任
し
た
。

　

昔
と
違
っ
て
今
の
内
科
の

分
野
は
様
変
わ
り
に
広
い
。

内
視
鏡
を
使
っ
て
の
処
置
な

ん
か
外
科
医
以
上
の
手
技
の

精
巧
さ
を
要
求
さ
れ
る
。
昔

な
ら
外
科
へ
送
る
患
者
も
外

科
医
不
足
も
加
わ
っ
て
内
科

で
処
置
す
る
。

　

病
院
長
の
業
務
は
経
理
を

含
む
管
理
運
営
だ
な
ん
て
言

っ
て
お
ら
れ
な
い
。
国
民
医

療
崩
壊
の
日
本
の
病
院
は
常

に
医
者
不
足
な
の
だ
。
そ
の

上
、
医
者
の
仕
事
は
長
年
に

わ
た
る
患
者
観
察
や
経
験
か

ら
得
た
推
理
は
許
さ
れ
ず
、

エ
ビ
デ
ン
ス
と
称
す
る
検
査

と
書
類
漬
け
と
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
管
理
で
あ
る
。
ど
こ
の

科
で
も
患
者
よ
り
モ
ニ
タ
ー

へ
顔
を
向
け
て
い
る
。

　

経
営
よ
り
も
患
者
の
ニ
ー

ズ
と
改
善
課
題
を
探
り
信
頼

を
得
た
い
と
い
う
素
朴
で
真

摯
な
医
者
の
願
望
は
無
視
さ

れ
、
年
と
と
も
に
挫
折
感
が

累
積
す
る
と
医
者
以
外
の
別

の
生
き
方
が
心
の
奥
底
に
生

じ
か
ね
な
い
。
こ
の
年
齢
で

再
就
職
す
る
こ
の
医
者
の
ガ

ッ
ツ
に
敬
服
。

　今号に「福祉医療費助成（┼・
┵・╈）」全10頁を同封していま
す。
　昨年９月にお届けしたピンク色
の「保険請求ファイル」に綴じ、
ご活用ください。

イ
ン
ト
増
と
い
う
高
い
目
標

を
設
定
し
た
。
収
納
率
が
大

阪
府
よ
り
低
い
東
京
都
は
、

０
・
33
ポ
イ
ン
ト
増
と
し
て

お
り
、
府
の
目
標
値
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。

「
99
％
以
上
の
満
足
度
」
の

よ
う
な
成
功
率
と
と
も
に
記

載
す
る
こ
と
や
、「
痛
く
な

い
治
療
を
行
い
ま
す
」
な
ど

の
表
現
は
使
用
で
き
な
い
。

　

Ｑ
＆
Ａ
の
全
文
は
、
厚
労

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.mhlw.go.jp/
topics/bukyoku/isei/
kokokukisei/qa.html

）
に

掲
載
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

　

厚
労
省
は
、
医
療
の
広
告

規
制
を
定
め
た
指
針
（
医
療

広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
関

す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
事
例
集
）
を

２
０
１
０
年
12
月
24
日
、
一

部
追
加
し
た
。

　

歯
科
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に

　

大
阪
府
は
２
０
１
０
年
12

月
27
日
、
国
保
を
府
単
位
で

一
元
的
に
運
営
す
る
た
め
の

「
広
域
化
支
援
方
針
」
を
公

表
し
た
。
方
針
で
は
、
国
保

会
計
の
赤
字
の
原
因
や
加
入

め
、
加
入
者
の
保
険
料
だ
け

で
は
制
度
が
成
り
立
た
な

い
。
国
が
財
政
に
責
任
を
も

つ
こ
と
（
国
庫
負
担
）
が
大

を
見
直
す
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

規
定
。
収
納
率
の
伸
び
率
に

対
す
る
目
標
値
を
設
定
し
、

達
成
度
に
応
じ
て
「
府
財
政

調
整
交
付
金
に
よ
る
措
置
を

行
う
」
と
し
た
。
例
え
ば
、

累
積
赤
字
を
抱
え
て
い
る
。

市
町
村
国
保
の
財
政
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
原
因
は
簡
単

だ
。
皆
保
険
制
度
の
根
幹
で

あ
る
国
保
は
、
無
職
者
や
病

人
な
ど
、
低
所
得
者
が
多
く

加
入
す
る
医
療
保
険
の
た

合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な
ど
、

ほ
か
の
都
道
府
県
に
は
な
い

厳
し
い
内
容
で
あ
り
、
異
常

さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

08
年
度
時
点
で
府
内
43
市

町
村
中
、
29
市
町
の
国
保
が

者
の
所
得
な
ど

の
分
析
を
一
切

せ
ず
、
収
納
率

ア
ッ
プ
に
だ
け

着
目
し
、
市
町

村
に
保
険
料
の

実
現
不
可
能
な
収
納
率
を
強
要

府
、目
標
未
達
で
罰
則
規
定

性
か
ら
は
、「
国
保
料
が
高

い
の
で
、
妻
の
糖
尿
病
の
治

療
を
や
め
よ
う
と
思
っ
て
い

た
」
な
ど
、
深
刻
な
相
談
が

相
次
い
だ
。

　

大
阪
市
は
、
昨
年
11
月
か

ら
滞
納
世
帯
へ
の
財
産
調
査

や
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
て

い
る
。
電
話
で
は
、「
学
資

保
険
を
差
し
押
さ
え
る
と
脅

さ
れ
、
解
約
し
た
」（
西
成

区
）、「
生
命
保
険
を
差
し
押

さ
え
ら
れ
た
」（
淀
川
区
）

な
ど
、
差
し
押
さ
え
に
関
す

る
相
談
の
ほ
と
ん
ど
が
同
市

内
の
加
入
者
だ
っ
た
。

　

国
保
が
加
入
者
の
財
産
を

奪
い
、
貧
困
を
助
長
し
、
受

診
を
阻
害
す
る―

―

。
そ
ん

な
構
図
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

国
保
を
め
ぐ
っ
て
は
、
昨

年
12
月
、
厚
労
省
が
都
道
府

県
単
位
で
運
営
す
る
「
広
域

化
」方
針
を
ま
と
め
た
。し
か

つ
い
て
、
薬
事
法
で
承
認
さ

れ
た
も
の
を
使
用
す
る
場
合

は
「
公
的
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
旨
と
治
療
に
掛
か

る
標
準
的
な
費
用
が
併
記
さ

れ
て
い
れ
ば
、
広
告
可
能
」

と
規
定
。
歯
科
医
師
が
個
人

輸
入
で
入
手
し
た
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
は
、
広
告
で
き
な
い
。

　

ま
た
、「『
で
き
る
限
り
歯

を
削
ら
ず
痛
く
な
い
治
療
を

目
指
し
ま
す
』
と
い
っ
た
治

療
の
方
針
を
広
告
す
る
こ
と

は
可
能
」と
し
た
。
た
だ
し
、

前
提
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
１
９
７
０
年
代
に
は
60

％
ほ
ど
あ
っ
た
国
保
会
計
に

占
め
る
国
庫
負
担
の
割
合

医
療
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

Ｑ
＆
Ａ（
事
例
集
）の
一
部
を
追
加

３・
４・
５
・
６
面
に
２
０
１
０
年
分
確
定
申
告
特
集
を
掲
載

３・
４・
５
・
６
面
に
２
０
１
０
年
分
確
定
申
告
特
集
を
掲
載

材
に
訪
れ
た
。

　

65
歳
の
女
性
は
、
月
４
万

円
の
国
保
料
を
払
う
た
め
に

生
命
保
険
を
解
約
。
サ
ラ
金

か
ら
も
借
り
入
れ
た
が
追
い

つ
か
ず
、
昨
年
７
月
か
ら
滞

納
し
て
い
る
。「
病
院
に
行

き
た
い
が
お
金
が
な
い
。
歯

も
悪
い
」
と
漏
ら
す
。
国
保

料
の
支
払
い
に
苦
慮
し
て
い

る
一
人
親
家
庭
の
女
性
は
、

学
校
か
ら
子
ど
も
を
通
院
さ

せ
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
る

が
、「
生
活
が
大
変
な
の
で
、

１
年
間
に
一
度
も
病
院
に
行

っ
て
い
な
い
」。
72
歳
の
男

　

「
も
う
こ
の
ま
ま
死
ぬ
し

か
な
い
の
か
」。
60
歳
の
女

性
が
苦
し
い
胸
の
内
を
明
か

し
た
。
国
保
料
の
滞
納
額
は

約
２
０
０
万
円
。
月
15
万
円

の
収
入
で
は
払
え
ず
、「
無

保
険
」
に
陥
っ
た
。
夫
は
脱

腸
を
患
っ
て
お
り
「
医
者
に

か
か
り
た
い
が
、
あ
き
ら
め

て
い
る
」。

　

午
前
９
時
の
相
談
開
始
か

ら
、
３
台
の
電
話
機
が
鳴
り

続
け
、
弁
護
士
や
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
ら
相
談
員
が
対
応
に

追
わ
れ
た
。
午
後
９
時
ま
で

に
寄
せ
ら
れ
た
電
話
は
１
５

９
件
。
高
額
国
保
料
に
関
す

る
相
談
が
半
分
を
占
め
、

「
無
保
険
」
や
差
し
押
さ
え

の
相
談
が
そ
れ
ぞ
れ
20
件
を

超
え
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
毎
日
新

聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
取

　

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
が
、
加
入
者
の
生
活
を
圧
迫
し
、
医
療
か
ら
遠
ざ
け
て

い
る―

―

。
協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め
る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
大
阪
社
保

協
）
が
１
月
21
日
、
電
話
相
談
「
国
保
な
ん
で
も
１
１
０
番
」
を
実
施
し
た
。「
糖
尿

病
の
治
療
を
や
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
」
な
ど
、
加
入
者
の
深
刻
な
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

　協会は２月末まで集中的に消費税増税
の中止などを求める請願署名に取り組ん
でいます。ご協力よろしくお願いしま
す。署名用紙の追加は、事務局まで。

患者負担減の署名運動は継続
　昨年から実施している患者負担軽減な
どを求める署名へのご協力ありがとうご
ざいます。約１万５千筆を集約し、順
次、国会に届けています。この署名は、
2011年も引き続き取り組みますので、ぜ
ひご協力ください。

国
保
１
１
０
番
に
相
談
殺
到

し
、
国
や
自
治
体
の
財
政
負

担
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、

大
阪
社
保
協
の
試
算
で
は
保

険
料
の
高
騰
を
招
く
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
社
保
協
な
ど
が
加
わ

る
市
民
団
体
は
、
２
月
・
３

月
の
市
町
村
議
会
と
自
治
体

に
、
国
保
料
の
引
き
下
げ
と

「
広
域
化
」
反
対
を
求
め
て

請
願
・
陳
情
す
る
。

は
、
84
年
以
降
に
相
次
い
で

引
き
下
げ
ら
れ
、
現
在
は
25

％
に
も
満
た
な
い（
図
）。

　

国
庫
負
担
の
減
少
は
、
①

高
額
な
国
保
料
が
課
せ
ら
れ

②
低
所
得
者
で
あ
る
た
め
に

払
え
ず
③
収
納
率
が
低
下
し

④
収
納
率
悪
化
で
国
か
ら
の

調
整
交
付
金
が
減
額
⑤
歳
入

の
減
少
で
保
険
料
引
き
上
げ

―
―

と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
る
。
加
入
者
は
「
保
険

料
を
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
」
の
が
現
状
だ
。
国
庫
負

担
を
引
き
上
げ
な
い
限
り
、

根
本
的
な
解
決
に
な
り
得
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
国
保

崩
壊
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。 

（
つ
づ
く
）

高
す
ぎ
る
保
険
料
、差
押
え
、「
無
保
険
」

〝
受
診
あ
き
ら
め
て
い
る
〞

厚 労 省

国
保「
広
域
化
」

国
保「
広
域
化
」――

真
の
狙
い

真
の
狙
い

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長・
寺
内
順
子

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長・
寺
内
順
子 ❸❸

取
り
立
て
強
化
を
迫
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

　

府
は
収
納
率
を
毎
年
１
ポ

　

市
町
村
に
は
、
府
が
決
め

た
保
険
料
の
目
標
収
納
率
に

到
達
し
な
い
場
合
に
交
付
金

門
真
市
で
は
収
納
率
80
・
05

％
に
対
し
、
10
年
度
の
目
標

収
納
率
を
88
・
２
％
に
設
定

さ
れ
る
な
ど
、
実
現
不
可
能

な
数
値
に
な
っ
て
い
る
。

　

府
の
方
針
は
、
高
す
ぎ
る

目
標
収
納
率
や
未
達
成
の
場

（図）一人当たりの国保料と国庫支出金の割合の推移
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84,367円

ここが
保険料負担
などに！

58％

25％

円

一人当たり年額
※1970年～1973年は市町村
国保と国保組合のトータル
の数値。1974年度から市町
村国保のみの数値。

市町村国保収入に占める
国庫支出金
※1970年～1982年度は市町村国保と国
保組合のトータルの数値。1983年度以降
は、市町村国保のみの値。％
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消
費
税
増
税
の
中
止
な
ど
を
求
め
る
署
名

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

相談の電話が鳴り続けた「国保なん
でも110番」＝１月21日、大阪市内

『公費医療請求の手引き』


